
10. デルタ形従台本
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ができる。

ウ 2 申h心向き台車(コイノレばね式) 図ー10 は国鉄の D 62 )1五

に使われているデルタ形従台車で， 同形のものが C61 ， C62)[} 

などの大形機関車に多く汗:]\，、 られている。復元装置は一雨h心向

き台車と同じ く コイ ノレぱねてJあるが， 台車の

台車わくがばね上構造となっており，それだ

けレールをいためることも少ないわけである。

(6) 心|品] き軸箱台車 この台車は心向き隊

を使用しないで，台1jï紬箱を心向き俸が抑i <

円弧に等しい曲面をもった軌箱案内によって

導き，その目的を達している。この台車を心

向き制l箱台車またはアダムス台車 (Adams) と

いう。図-11 は国鉄の 2120 )[}に使われている

もので， 復元装置は軸箱案内の下部にあり ，

コ イノレばね式である。 i員h箱案内の保守が困難

であり，あまり使用されない。

(7) 島式心向き l 刺1台車(凶ー12) は国鉄の

8620 形のもので， この台111は l 軸台車で 2 ;1引l

台車のような作用をする。この構造はドイツ

の クラウス ・ ヘルムホルツ式 (Krauss-Helmｭ

holt z) またはイタリアのツアラ式 (Za ra ) に類

似 しているが， 先輪部にリンク式復元裟iEを

有するとともに心向き俸の中間にも復元ばね装置( コイ ルばね)

を設け， 心向き棒の先端は第 1 íJ立!輸の"11 ;1司lを抱いた中間制I~有に

ピソで連結されている。曲線通過の際， 先輸は心向き俸の先端

のピ γを中心として転向して復元力を生じ， 同時に復元ばね装

置部を中心 と して心向き縁先端部は第 1 if!iJ輸を曲線外方に j11'す

ことにより，これにも復元力を与え(このため第 1 動輸には微

動がつけてある)先輪と第 1 動輸はあたかも 2 執台車のような

作用をなし， r泊線通過を容易にするもので， この王えは動輸の数

せん じゅ うだ

11.心向き軸箱台車

12 島式心向き l 軌台車

を減らすことなく大きな粘着重量を有し，しかも l 剥l台車で 2

4納台車と問機なJilJ線誘導作用を有 していることが特長であ る。

当時工作課長であった島安次郎(後工作局長)の考案したもので，

わが国独自のものである。

5 先従台車のレ ーノレ関上圧力

先従台車のレ ー ノレ関上圧力は図 13 ， 14 ， 1 5 でわかるように曲

線通過に際しては，台車の移動に伴ない，外flIUv ーノレ酪上圧力が

内側レ ール関上圧力よりも大きくなる。 rlll線半径が小さい場合
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